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なi･私なりの立候補
記i･ごみ有料化裁判支援の会発足
事h・有機農産物の安全性とは
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有機農産物の安全性とは、

'=瀦隙藤駕篭鱒鱒蕊年‘2月｢有機農業の推進に関す‘
同法によると、有機農業とは化学肥料・農薬を使用しないこと、遺伝子組み換え技術を

利用しない農業ということである。安全・安心・健康によい農産物を求める消費者にとっ

て歓迎される法律だが、コスト高を補う高価格品への消費者の選択如何と、生産者に対す

る国の支援措置ができるか等が問題である。

2004年度の国産農産物に占める有機農産物の割合は0．16％にすぎない。一方、

有機農業の盛んな欧米諸国からの有機農産物輸入量も増えている。

平成11年には、「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律」が施行されて

いる。これは、堆肥等使用で、化学肥料・農薬を減少させる「環境保全型農業」である

「農林物質の規格化及び品質表示の適正化に関する法律」JAS法によると有機農産物の

検査認証制度では、有機農産物JASマークは、多年生作物は3年以上、それ以外は2年以

上、化学肥料・農薬が使用されていない田畑で栽培されているものとしている。

しかし、使用する堆肥は、輸入飼料により育てた家畜の糞尿によるものである。有機質

肥料を過剰施用して硝酸性窒素濃度の高い野菜を生産し、消費者がアレルギンによるアレ

ルギー症状をもたらす、また、その放出による環境への影響も考えられる。

アメリカの有機農作物改良協会の有機農産物の基準は「化学肥料・農薬を3年間一切使

わないもの」であり、これ以外は「有機農産物」と名乗ってはならないというもので、欧
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